
明
治
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五
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一
日

第

三
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郵

便

物

認

可

発行所

〒
一
〇
五
e

八
四
四
五

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
二
丁
目

二
番
四
号

独
立
行
政
法
人
国
立
印
刷
局

電 話

03
(3587)
4294

定 価

一
ヵ
月
一
、五
九
六
円(

本
体
一
、五
二
〇
円)

本
号
一
部

一
三
六
円(

本
体

一
三
〇
円)

(

配

送

料

別)

Î
号
外

一
月
二
十
四
日
付
第
一
五
号
六

四
ペ
ー
ジ
×
同
日
付
政
府
調
達
第
一
四
号
四
〇
ペ
ー
ジ

終
り
か
ら

二
三
上

二昭
和
6
0年

昭
和
5
9年

「
\

運
航

経
費

Ë
修

繕
費
」

の
誤
り
。

「
\

貨
物

運
賃

Ë
修

繕
費
」

は

終
り
か
ら

二
下

四
「
別
紙
様
式
五
十

一
」
に
、

「
別
紙
様
式
五
十

一
」
に
改
め
、「
当

該
外
国
法
人
の
事

業
年
度
ご
と
に
」

を
削
り
、

一
九

〃

八５
第
5
5条
の
３
５
法
第
5
5条
の

３

ペ
ー
ジ
段

行

誤

正

正

誤

平成™›年˜月™›日 火曜日 第œ�™š号官 報

平
成
二
十
三
年
四
月
十
四
日
（
号
外
第
八
十
号
）
官
庁

報
告
官
庁
事
項
の
部
人
事
院
公
示
第
十
八
号
（
人
事
院
規

則
八
e

一
八
（
採
用
試
験
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
人
事
院

の
認
定
に
係
る
受
験
資
格
に
関
し
、
決
定
し
た
件
）

（
原
稿
誤
り
）

四
九
ペ
ー
ジ
別
紙
様
式
第
四
十
五
支
出
欄
中

平
成
二
十
三
年
十
二
月
二
十
八
日
（
号
外
第
二
百
八
十

四
号
）
公
布
財
務
省
令
第
九
十
六
号
（
外
国
為
替
の
取
引

等
の
報
告
に
関
す
る
省
令
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
）

（
原
稿
誤
り
）

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
億
八
千
四
百
八
十
三
万
六

千
円
、
資
本
準
備
金
の
額
を
一
億
八
千
四
百
八
十
三
万
八

千
円
減
少
し
、
資
本
金
を
二
千
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。

株
主
総
会
の
決
議
は
、
平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
三
日

に
終
了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

平
成
二
十
三
年
六
月
三
十
日

掲
載
頁

九
十
七
頁
（
号
外
第
一
四
三
号
）

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
四
日

名
古
屋
市
中
区
栄
二
丁
目
九
番
三
号

株
式
会
社
グ
ラ
ン
セ
ル
セ
イ
ワ
サ
ー
ビ
ス

代
表
取
締
役

杉
山

忠
光

基
準
日
設
定
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、平
成
二
十
四
年
二
月
八
日
を
基
準
日
と
定
め
、

同
日
最
終
の
株
主
名
簿
上
の
株
主
を
も
っ
て
、
平
成
二
十

四
年
二
月
二
十
三
日
開
催
予
定
の
株
主
総
会
に
お
け
る
議

決
権
を
行
使
で
き
る
株
主
と
定
め
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま

す
。平

成
二
十
四
年
一
月
二
十
四
日

東
京
都
千
代
田
区
神
田
司
町
二
丁
目
二
番
二
号

小
名
浜
製
錬
株
式
会
社

代
表
取
締
役

五
十
嵐
壽
彦

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
平
成
二
十
四
年
二
月
十
日
付
で
株
券
を
発
行

す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
四
日

東
京
都
渋
谷
区
広
尾
五
丁
目
二
五
番
一
二
号

株
式
会
社
マ
ッ
ク
ス
ア
ン
ド
グ
ロ
ー
イ
ン
グ

代
表
取
締
役

菅
谷

一
博

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
平
成
二
十
四
年
二
月
八
日
付
で
株
券
を
発
行

す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
四
日

京
都
市
北
区
上
賀
茂
中
嶋
河
原
町
一
〇
番
地

三
宝
産
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

山
口

孝
雄

外
国
会
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
の
退
任
公
告

当
社
の
全
て
の
日
本
に
お
け
る
代
表
者
で
あ
る
テ
ィ
モ

シ
ー
・
マ
ー
ク
・
フ
ィ
ッ
チ
が
退
任
す
る
こ
と
に
対
し
異

議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月

以
内
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
四
日

カ
ナ
ダ
国
オ
ン
タ
リ
オ
州
、
ス
ト
ラ
ス
ロ
イ
市
、

マ
ク
ナ
ブ
・
ア
ベ
ニ
ュ
ー
二
五
番
地

東
京
都
渋
谷
区
千
駄
ヶ
谷
四
丁
目
二
九
番
一
二
号

北
参
道
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
パ
レ
ス
五
〇
八
号
室

M
e
rid

ia
n
T
e
c
h
n
o
lo
g
ie
s
J
a
p
a
n
In
c
.

日
本
に
お
け
る
代
表
者

テ
ィ
モ
シ
ー
・
マ
ー
ク
・
フ
ィ
ッ
チ

限
定
承
認
公
告

本
籍
京
都
府
京
都
市
北
区
紫
竹
北
栗
栖
町
一
七
、
最

後
の
住
所
大
阪
府
大
阪
市
住
吉
区
我
孫
子
西
一
e

一

三
e

一

被
相
続
人

亡

川
口

文
治

右
被
相
続
人
は
平
成
二
十
三
年
九
月
六
日
死
亡
し
、
そ

の
相
続
人
は
平
成
二
十
四
年
一
月
六
日
大
阪
家
庭
裁
判
所

に
て
限
定
承
認
を
し
た
か
ら
、
一
切
の
相
続
債
権
者
及
び

受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
二
箇
月
以
内
に
請

求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が

な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
四
日

大
阪
府
大
阪
市
住
吉
区
我
孫
子
西
一
e

一
三
e

一

相
続
財
産
管
理
人

川
口

治

限
定
承
認
公
告

本
籍
高
知
県
高
岡
郡
四
万
十
町
茂
串
町
九
番
、
最
後

の
住
所
高
知
県
土
佐
清
水
市
下
益
野
一
八
八
〇
番
地

一

被
相
続
人

亡

田
井

俊
宏

右
被
相
続
人
は
平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
六
日
死
亡

し
、
そ
の
相
続
人
は
平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
五
日
高
知

家
庭
裁
判
所
中
村
支
部
に
て
限
定
承
認
を
し
た
か
ら
、
一

切
の
相
続
債
権
者
及
び
受
遺
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日

か
ら
二
箇
月
以
内
に
請
求
の
申
し
出
を
し
て
下
さ
い
。
右

期
間
内
に
お
申
し
出
が
な
い
と
き
は
弁
済
か
ら
除
斥
し
ま

す
。

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
四
日

高
知
市
西
秦
泉
寺
三
〇
五
番
地
四
〇

相
続
財
産
管
理
人

田
井

秀
典

取
得
条
項
付
新
株
予
約
権
の
取
得
事
由
発
生
に
つ
き
通
知

公
告当

社
は
左
記
の
と
お
り
、
当
社
の
取
得
条
項
付
新
株
予

約
権
の
取
得
事
由
が
生
じ
た
の
で
、
会
社
法
第
二
七
五
条

第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
い
た
し
ま
す
。

記

一
、
取
得
事
由

新
株
予
約
権
者
が
新
株
予
約
権
を
行
使
で
き
な
い
事

由
に
該
当

二
、
取
得
事
由
が
発
生
し
た
取
得
条
項
付
新
株
予
約
権

第
一
回
新
株
予
約
権

三
千
九
百
九
十
五
個

第
二
回
新
株
予
約
権

三
千
三
百
十
個

第
三
回
新
株
予
約
権

百
二
十
個

第
四
回
新
株
予
約
権

二
百
三
十
個

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
四
日

東
京
都
港
区
港
南
二
丁
目
四
番
一
五
号

株
式
会
社
ジ
ー
ク
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

代
表
取
締
役

小
林

学

連
合
会
の
権
利
義
務
の
包
括
承
継
に
係
る
公
告

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
一
日
開
催
の
甲
及
び
乙
の
臨

時
総
会
に
お
い
て
、
連
合
会
の
権
利
義
務
の
包
括
承
継
に

よ
り
乙
の
権
利
義
務
及
び
財
産
の
一
切
を
甲
に
承
継
す
る

こ
と
を
決
議
し
た
の
で
、
こ
の
決
議
に
対
し
異
議
の
あ
る

債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
そ

の
旨
を
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
水
産
業
協
同
組
合
法
第
五
十
三
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
作
成
し
た
甲
及
び
乙
の
財
産
目
録
及
び
貸
借
対

照
表
は
、
甲
及
び
乙
の
主
た
る
事
務
所
に
備
え
置
い
て
い

ま
す
。

以
上
、
水
産
業
協
同
組
合
法
第
六
十
九
条
第
四
項
に
お

い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

公
告
い
た
し
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
四
日

北
海
道
稚
内
市
新
港
町
一
番
一
三

（
甲
）
稚
内
機
船
漁
業
協
同
組
合

代
表
理
事

風
無

成
一

北
海
道
稚
内
市
新
港
町
一
番
一
五
号

（
乙
）
稚
内
加
工
セ
ン
タ
ー
漁
業
協
同
組
合
連

合
会

代
表
理
事

風
無

成
一

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
優
先
資
本
金
の
額
を
二
千
九
百
万
円
減
少
し
、

百
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
平
成
二
十
四
年
二
月
二
十
五
日
で
す
。

こ
の
決
定
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
本
公
告
掲
載
の
翌

日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
通
り
で

す
。

h
ttp
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平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
四
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
三
丁
目
一
番
一
号
東
京

共
同
会
計
事
務
所
内

サ
ン
デ
ュ
エ
ル
稲
里
特
定
目
的
会
社

取
締
役

海
田

雅
人

訂
正
公
告

平
成
二
十
三
年
十
月
三
十
一
日
（
号
外
第
二
三
五
号
）

掲
載
の
株
式
会
社
ヨ
コ
ソ
ー
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
解

散
公
告
中
、「
平
成
二
十
年
八
月
三
十
一
日
開
催
の
株
主
総

会
」
と
あ
る
は
「
平
成
二
十
三
年
八
月
三
十
一
日
開
催
の

株
主
総
会
」
の
誤
り
に
つ
き
訂
正
し
ま
す
。

平
成
二
十
四
年
一
月
二
十
四
日

扱

店

š™
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